
【資料２】

平成２２伊万里市立山代東小学校 学校評価結果

１ 学校教育目標

３ 本年度の重点目標

５ 総括表

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 成果と課題

学校
運営

○学校経営方針 ○学校目標及び重点項目の周知 B

・職員への周知は、昨年と変
わらず９７．１Ｐであったが、
保護者の周知率は７６．９Ｐ
であり、まだまだ十分とは言
えない。

・職員会議、全校朝会等での説明により、意識を高め
る。
・学校だより(月２回)発行や子育てに関する啓発資料
を配付する。

・教職員は、学校教育目標や重点項目を十分に理解
し、学級経営や自己の目標とも繋げて教育効果を上
げている。しかし、保護者アンケートでは、まだまだ、Ｂ
評価の項目もあり、学校の取組等への理解が十分だ
とは言えない。本年度は、日曜参観日に「本音でトー
ク」を実施し、保護者同士が本音を語り合う機会が
あったが、教職員との意見交流はできなかった。しっ
かりと意見を交流し、協力を呼び掛ける場の設定が必
要である。

○開かれた学校づくり ○積極的な情報発信と授業の公開 B

・来校者数はほぼ目標に達
することができた。また、
ホームページ更新、花まる
連絡帳、学校だより、学級通
信と情報発信に努めた。保
護者アンケートでも情報発
信の項目は８０ＰでＡ評価と
なっている。

・行事案内を町官報や各種会議で積極的に行う。
・研究授業等は、該当学年保護者のほか、学校評議
員、近隣小中学校へも呼びかける。

・学校だよりは、定期的な発行ができ、町内の主立っ
た方や中学校・保育園へも配布し、取組を理解してい
ただいた。学校からのたよりや連絡を読んでいる保護
者も昨年度より増え、９０．５Ｐとなっている。ＨＰや花ま
る連絡帳も活用してもらうことができた。本年度は研究
授業への参観が近隣小中学校、学校評議員ともに少
なかった。次年度は該当学年保護者へも積極的に呼
び掛けていきたい。

○危機管理体制の整備
○危機管理能力向上と職員の信用失墜
行為の防止

A

・計画に基づいた避難訓練
が実施できた。保護者アン
ケートにおいても学校の安
全や事故防止への取組へ
の評価が昨年度より高くなっ
た。職員の信用失墜行為も
０であった。

・避難訓練を年間３回以上行うことにより実践力を身に
つけるとともに、域内や県内などにおける危機事象に
際して、なすべき対応等について、職員個々が自らに
あてはめ、対応をイメージする。
・通知文などによる周知徹底を図るとともに、信用失墜
行為の防止に関する意図的、計画的な取組や指導に
より、職員個々の意識化の醸成を図る。

・年度初めの交通教室、地域パトロールの方との交流
会、全校朝会等で校区内危険箇所を写真を使って確
認をし、強く児童に意識させることができた。３学期に
県の「地域安全防犯隊」による防犯教室を開き、児童
の防犯意識が一気に高まった。次年度は早い段階で
実施できるようにしたい。
・避難訓練については、二次避難場所を設定しての訓
練を行うなど、大規模災害発生時の対応策等の整備
が必要である。
・近隣で発生したものも含め、危機事象への迅速な対
応を図ることで職員の実践力や対応力を高めることが
できた。

○教職員の資質向上 ○教職員の資質及び指導力向上 A

・校内研究では、全員が研
究授業を行い、授業研究会
では活発な意見交換がなさ
れ、次の授業で活かされて
いた。児童の授業に対する
アンケートでも、「先生が教
え方にいろいろなくふうをし
てくれる」と答えた児童が９０
Ｐを越えた。

・学級経営や授業について自己評価を行い、その結果
を改善・充実に活用する。
・全員が研究授業を行い、授業についての相互評価
等により指導力を向上させる。
・児童の実態に応じた学習に関する、基礎的、基本的
な力の定着に関する教職員の共通理解の徹底を図
る。

・国語科の校内研究３年目となり、「ことばを大切にし、
ことばににこだわった授業」「学び合いの過程を大切に
する授業」をめざして授業研究が深まった。２学期には
国語科のスーパーティーチャーを講師招聘し、言語活
動充実のための理論と実践についての指導を受け
た。次年度は研究領域が変わるが、指導を受けた点
は、新学習指導要領の要に関わるため、新しい研究
領域でも活かしていきたい。

●学力向上
◎言語活動の充実
○指導方法工夫・改善による基礎学力の
向上

B
・指導方法の工夫はできた
が、学力検査のポイントが市
平均まで届かなかった。

・学習の中に「グループタイム」や「みんなでタイム」を
効果的に位置づけ、理解と表現を相互に関連させてい
く。
・各教科の学習過程に書く活動を積極的に位置づけ
る。
・指導方法を工夫し、個に応じた指導を充実させる。

・グループ（少人数）での話し合いをすることによって、
全体の場でも意見を言おうとする姿勢が見られるよう
になってきた。
・学習内容を十分理解していない児童に対して、つま
ずきを早期発見して適切な指導支援をすることが大切
である。

●心の教育
○美しい心日本一の推進
◎心の教育３セットの活用 B

・生活指導，学習指導，運動
指導など各部ごとに充実し
た取り組みを行うことができ
た。
・「ふれあい道徳の日」の参
加率は９１％であった。

・生活指導、学習指導において「挨拶、返事、後始末」
を大切にするとともに、児童の五感に訴える行事を工
夫する。
・「いのちの教育指導資料」による授業や指導を年間
計画に位置づけ、保護者にも公開する。
・童謡のＣＤを作成して各学級に配付し、活用してもら
う。
・「伊万里っ子しぐさ」について放送で伝えたり、講話や
学級指導の中で扱ったりして、児童の意識を高める。

・挨拶や返事は個人的に声を掛けるときちんとできる
ようになってきたが，集団の中に入るとできない児童
が多い。
・後始末については教師だけでなく，児童同士でも
チェックをし，声を掛け合える習慣を身に付けさせた
い。
・「いのちの教育指導資料」を活用し，ふれあい道徳等
で授業を実践することができた。

◎人権・同和教育の推進
◎いじめ・不登校への対応
◎情報モラルの指導
◎人権感覚の育成

Ｂ

・管理職や担任が迎えに行
かなければならないような状
況もあったが、年間３０日以
上欠席する児童は０であっ
た。
・アンケートにおいて〝学校
に行くのが楽しい〟という回
答が子ども・保護者共にポイ
ントが上がった。

・ストレスチェックなどを取り入れ、気になる児童につい
ては教育相談を行う。
・中、高学年の児童に、最低年１回の情報モラル指導
を実施する。
・「ほのぼのタイム」により、学級や全校縦割りグルー
プによる仲間づくりを行う。
・「なかよし集会」や授業の内容を工夫する。

・家庭との連携により登校渋りや物隠しへの対応がで
きた。
・子どものことで心配事があった時に家庭から学校へ
相談があったことで早期に対応できたことも多かった
ので、学校と家庭との連携を大切にしていきたい。
・パソコンや携帯電話等での問題は、全校的に起こっ
てはいないが、中高学年のどの学年にも指導が適切
に行われているわけではないので、年１回程度の情報
モラル指導は必要である。
・人権・同和教育では講師を招いての授業研究会を持
つことができよかった。

●健康・体つくり
◎食育を通した健康・体つくり
◎性教育の推進

Ｂ

・どの学年でも発達段階に
応じた性に関する内容を
扱った授業を行った。第二
次性徴については、宿泊行
事前の指導や保健室での個
別指導を行った。

・生活振り返りカードの結果を見ながら、学期に１回以
上、各学年、朝ごはんを食べることの大切さや、栄養
バランスのとれた食事をとることの大切さについて、担
任と協力して、指導を行う。
・給食試食会や、親子料理教室など、機会をとらえて、
保護者に対し、朝食をとることの意義と理解の啓発を
行う。
・担任と養護教諭が連携して資料の準備や指導を実
施する。学校、学級、保健だよりや懇談会などを通し
て、保護者にも性教育がが大切であるという意識を高
めてもらえるように努める。

・各学年の担任と協力しながら、朝食摂取についての
指導や栄養バランスのとれた食事についての指導に
取り組むことができたが、生活振り返りカードを有効に
活用することができなかった。来年度以降の課題とし
たい。
・給食試食会や食だよりを通し、給食や朝食について
の意義と理解の啓発を行うことができた。来年度以降
も引き続き、保護者に対する啓発を行っていきたい。
・保護者から最も相談や問い合わせが増える４年生で
は、授業参観の時に第二次性徴についての保健の授
業が実施された。来年度以降も同様の機会をつくりた
い。

○生徒指導
○基本的生活習慣の確立
○危険予測・回避力の育成
○児童理解の推進

Ｂ

・自転車による交通事故が
発生してしまったことは非情
に残念である。しかし、子ど
もたちにとって、事故につい
て人ごとではなく、自分にも
起こりうることとして考えさせ
るきっかけともなった。

・各学級ごとに月の生活目標の具体的な実践化を図
る。
・安全指導については具体例をあげたわかりやすい指
導をこころがける。
・週1回の生徒指導連絡会を実施し、気になる児童に
ついての情報交換をする。

・生活目標については、学年の発達段階に応じてクラ
ス事により具体的な目標が立てられていた。
・危険な現場の写真などを提示しながら、具体的な指
導ができた。
・気になる児童についての情報を職員間で共有するこ
とができた。

○特別支援教育 ○個に応じた対応と指導体制の確立 A

・個別の支援計画に基づき、
個に応じた指導がきめ細か
に行われた。校内特別支援
委員会や職員研修も機能的
に実施できた。

・校内支援委員会が中心となり支援計画を作成し、担
任と連絡を取りながら支援にあたる。
・保護者の理解を得た上で、コーディネーターや級外
が中心になって、主に国語科や算数科の個別支援を
行う。
・特別支援教育に係わる職員の研修会を実施する。

年度初めに個別支援計画は立てたが、学校行事や６
年生独自の行事を優先したため２学期からの実施と
なった。しかし、漢字検定に合格した子もいてそれなり
の成果は見られた。
情緒面での支援を要する子の支援計画も立てていか
なければならない。

特定
課題

●小学校低学年の学習環境改
善充実

○１・２年生における基本的生活・学習習
慣の育成

Ｂ

・あいさつや読書に関心をも
つことに関しては十分達成し
ているが、話を最後まで聞く
ことについてはまだ努力が
必要である。

・職員が進んであいさつや声かけをしていく。
・「時間を守る」「話を聞く」ための学級のめあてを決
め、定着を図る。
・読書カードや音読カードのチェックにより、定着を図
る。

・あいさつは元気な声で自分から進んでいえるように
なってきた。個人差はあるが、担任以外の先生達への
あいさつもできるようになってきた。
・読書カードや読み聞かせの取り組みにより読書への
関心が高まり、進んで本を借りるようになった。・最後
まで話を聞くことに関しては、良くなってはいるが、集
中力が持続しない児童が多い。引き続き指導が必要
である。

・教育目標の達成に向けた職員の参画意識も高まり、創意工夫のある積極的な取組がなされ、児童も落ち着いた学校生活を送っている。また、児童の豊かな感
性を育むために、学校行事をはじめ、各学年においても様々な体験学習が仕組まれ、児童の学ぶ意欲についても高まりつつある。
しかしながら学力面においても生活面においても、まだまだ十分に効果が上がっていない。その要因として、欠席０の日が年間数日しかないことからわかるよ

うに、基本的な生活習慣や学習習慣が身についていないことが挙げられる。
また、テレビやゲームに費やす時間は多いが、家庭学習時間は少ないなど、家庭での過ごし方にも問題がある。これらの課題を解決するためにも、魅力ある

授業づくりを進め、児童に学ぶことの大切さや喜びを体感させなくてはならない。
そして、家庭と一体となって課題に取り組めるよう、学校からの情報を発信するだけでなく、語り合える場を設定して双方向的なかかわりができるようにしていき

たい。

４ 前年度の成果と課題

評価及びその理由

１学力向上
○基礎･基本の定着○国語科授業研究○学び合い・高め合う学習過
程・言語活動の工夫
２豊かな感性の醸成
○体験活動の充実○歌声の響く学校○「いのち」の教育の充実○人
権・同和教育の推進○「伊万里っこしぐさ」の推進
３家庭・地域との連携
○基本的生活・学習習慣の定着○家庭学習の時間確保○家読推進
○子育てに関する啓発や相談活動の充実

(1)児童・保護者・教職員への周知を図
る。（周知率を児童・保護者８０％以上･
教職員１００％）にする。

<めざす児童像> 校訓「やる気・思いやり・がまん」
やる気：進んで学ぶ子 よく聞き、よく考えて正しく判断する子 夢やあこがれを持つ子 思いやり：人(心)を大切にする子 礼儀正しい子 自他の生命を尊重する子 がまん：最後までやりぬく子 進んで体をきたえる子 約束やきまりを守る子
<めざす教師像> 山東７カ条 ○感謝の心を持つ。 ○協働意識を高く持つ。 ○個性を発揮する。 ○連携を大切にする。
○評価を大切にする。 ○積極的に挑戦する。 ○プロの教師として使命感を抱く。
<めざす学校像> ○心の教育と学力向上を車の両輪とする ○「美しいこころ 日本一」をめざして、学び合いを大切にする。 ○家庭・地域との連携を強化するとともに、開かれた学校をめざす。

(1)地域住民の学校行事等に対する積
極的参加を図り、授業参観や学校行事
等への来校者数を年間１０００名以上と
する。
(2)学校の取組や子育てに関する理解を
深めてもらうよう情報発信に努める。

（１）国語科の学習を中心に「学び合い」
を大切にした授業を組織し、主体的に学
習する子どもを育成する。
（２）児童個々に応じた指導方法を工夫
することで、学力検査のポイントを市平
均まで引き上げる。

具体的目標

（１）いじめ、不登校、虐待などの兆候を
見逃さないように努め、不登校について
は未然に防止する。
（２）パソコンや携帯電話の利便性と弊
害を理解できる。
（３）「ほのぼのタイム」、集会活動、授業
実践を充実させ、児童の人権に対する
意欲を高める。

（１）豊かな感性を醸成するために各部
の取組の充実を図る。
（２）「ふれあい道徳の日」を設定し、保
護者の参加率９０％以上をめざす。
（３）今月の歌などに童謡を取り入れ、全
校児童に童謡にふれる機会を設ける。
（４）「伊万里っこしぐさ」を意識した生活
ができる児童８０％以上をめざす。

（１）個別支援が必要な児童の実態を的
確に捉え、実態に応じた支援計画・方法
を作成し、支援を行う。
（２）学期毎に校内特別支援委員会を開
催する。

教育
活動

教育
活動

(1)「あいさつと返事をする」「時間を守
る」ことの徹底を図り、達成率を９０％以
上とする。
（２）「話を最後まで聞く」「読書に関心を
持ち、音読を毎日する」の徹底を図り、
達成率を９０％以上とする。

自ら学び、正しく判断して行動する、健康で心豊かな児童の育成

（１）児童の実態に応じた効果的な学習
指導方法についての改善・充実を図り、
授業評価等により指導力を向上させた
教職員を９０％以上とする。
（２）希望する研究会や研修会に年間１
回以上参加する教職員を１００％とす
る。
（３）教職員の指導力向上により「できる
喜び」「分かる喜び」を味わえる児童を８
０％以上とする。

（１）「早寝、早起き、朝ごはん」運動の実
施率を、年間を通して９０％以上にする。
（２）栄養バランスのとれた食事の大切さ
についての理解を深める。
（３）全学年で最低年１回の性教育に関
連した授業を実施する。

（１）全校が月の生活目標を意識して活
動する。
（２）生活事故・交通事故０をめざす。
（３）全職員が気になる児童についての
情報を共有し、共通理解を持って指導に
当たる。

２ 学校経営ビジョン

（１）危機管理マニュアルに基づいた行
動や対応ができる職員を１００％にす
る。
（２）職員に対する信用失墜行為防止に
関する周知度を１００％にするとともに、
信用失墜行為の発生を０とする。



○校種間連携の推進
◎幼・保・小連携の推進
◎小中連携の推進

B

・保育参観、授業参観、学校
便りを通して、それぞれの保
育方針、教育方針、児童の
実態等を理解することができ
た。
・山代町小中連携教育研究
会実践交流会を３回開いた
ほか、中学校英語教員との
ＴＴによる外国語活動研究授
業を行った。

・山代中校区３校で授業公開を行い、互いの授業を見
合う。
・小中連携教育研究会で共通課題・実践に取り組む。
・保小連絡会や保育公開を実施する。
・学校だよりを手渡しして、その際情報交換を行う。

・入学して約１か月を過ぎた頃、１年生担任と前年度年
長児担任との情報交換会を持つことにより、個々の児
童についてより深く理解し、指導に生かすことができ
た。
・ＴＴによる外国語活動、中学校一日体験学習での英
語と理科の授業を行った結果、中学校での学習に対
する６年生児童の関心や期待を大いに高められた。
・基本的な生活習慣や家庭学習の習慣化について、
保育園や中学校との連携、協力体制を確かなものに
しなければならない。中学校の「８１０運動」への接続
のためにも、各学年の家庭学習時間の目安について
意識化を図り、具体的な手立てを講ずる必要がある。

◎家庭教育力の向上
◎テレビ視聴の制限
◎家読の推進

B

・「ノーゲーム・ノーテレビデー」
の取り組みは７０％の達成率に
なった。
・「家読」の取り組みは３０％を
下回った。

・「ノーテレビ・ノーゲームデー」と「家読」の取組を児童
と保護者に向けてその意義を理解してもらい、実践例
を知らせる。
・チェック表を準備し、意識化を図る。

・今年度は「ちゃんとカード」と名称を変え、毎月１週間
だけの取り組みとした。保護者への啓発がさらに必要
である。

６ 総合評価

７ 来年度の改善策

●は共通評価項目、○は独自評価項目

・学力向上においては、個別支援の充実を図るため、放課後の補充指導の時間が確保できるよう、週時程に位置づけた補充指導の時間の設定をする。また、毎日の放課後の時間にゆとりをもたせるため、１校時の開始を１５分繰り上げ、児童のつまずきに対し、その日
のうちに指導できるようにする。学力的にかなり厳しい学年を重点学年として全職員で補充指導に当たる体制を整える。家庭教育力の向上については、次年度から２年間の研究委嘱を受けている「生きる力をはぐくむ歯・口の健康つくり推進事業」に関わる研究におい
て、家庭と連携した取組を展開することによって啓発を進めていきたい。特に歯・口の健康に留まらず、望ましい生活習慣を育成することにより、自分の生活をより向上させようとする態度を身につけさせたい。具体的には歯・口の健康つくりに関する授業づくり、健康に関
わる日常活動の工夫や環境整備、保護者への啓発活動、専門機関との連携など、児童はもちろん、保護者にとっても教職員にとっても有意義な研究にしていきたい。

・教育活動全体において、全職員の創意工夫による学校教育目標や重点課題の実現に向けた取組がなされ、児童は落ち着いた環境で学習をすることができた。しかし、「学校運営面」では、まだまだ、学校の願いとするところを十分に家庭に伝えきれていない面がある。
学校からの情報発信については、学校だよりだけでなく、花まる連絡帳やＨＰ更新などの充実により、一定の評価を受けており、学校行事も参加しやすいものになってきたと感じてもらっている。最優先課題である学力向上については、「教職員の資質向上」「指導法工
夫・改善に向けた基礎学力の向上」「特別支援教育」「低学年の学習環境改善」など多方面から取組を進めてきた。その結果、標準学力検査において国語・算数とも半数以上の学年で全国比を上回った。しかし、かなり落ち込んでいる学年もあるため、次年度対策が必
要である。本校の学力向上を考える時、最も重要なことは、学習意欲を高めること、個別支援の充実、家庭学習の時間確保、家庭との連携が挙げられる。これまで「朝の特設時間」を設定し、基礎学力向上のための「スピーチタイム」「スキルタイム」を実施し、話す力・聞
く力を身につけさせることができ、集中して課題に取り組む姿も見られるようになってきた。ただ、朝の時間帯が窮屈であるという反省も出ている。じっくり補充指導ができる時間の確保が必要である。

（１）小中学校職員の相互交流の場を各
３回以上設定し、共通課題・実践につい
て意見交換を行う。
（２）保育参観や授業公開を定期に実施
し、児童理解を深めたり、各校・各園の
指導方法を学んだりする。

(1)「ノーテレビ・ノーゲームデー」の取組
の周知を図る。達成率５０%を目指す。
（２）「家読」の取り組み３０％を目指す。


